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第 2 章(実験原理)、第 3 章(実験装置) 
 第 3 章では実験で用いた装置について詳細に記述し、その原理を第 2 章に示した。第 3 章では 2 つの
実験装置、反射型飛行時間質量分析計を用いた画像観測装置と直線二段反射型質量分析計を用いた画像
観測装置について示した。このうち前者の装置を用いた実験の結果は第 4 章に示し、後者の装置につい











第 4 章(Mg+を含む錯体イオンの光解離画像観測実験) 
 Mg+と希ガスや有機物からなる錯体イオンは Mg に局在化した電子遷移や溶媒和に伴う影響を調べる
目的で古くから様々な分光実験が多くなされてきた。本研究では反射型飛行時間質量分析計を用いた画
像観測装置を用いてはじめに単純な 2 原子分子である Mg+Ar を対象にした光解離実験を行い、解離イオ
ン Mg+の画像観測装置を用いて行い、装置の性能評価を行った。 
 また、Mg+と CH3X (X = F, Br, I)からなる錯体イオン Mg+XCH3についても光解離実験を行い解離イオ




第 5 章(直線二段反射型飛行時間質量分析計を用いた画像観測装置の開発) 
 第 4 章で使用した画像観測装置はイオンを対象にした光解離画像観測実験ができるという点で画期的
であった一方でこれまで広く行われてきた画像観測装置と比較して速度分解能が低いという問題点が
あった。これは装置が他の実験装置でよく用いられる Velocity map imaging のような手法をそのまま用
いることができないことが原因の 1 つであった。そこで新たに反射電極を用いて観測画像の速度分解能







第 6 章(総括) 
 本研究によりイオンを対象にした光解離画像観測実験装置を世界に先駆け開発した。これにより、中























第四章では，一号機を使用して，Mg+を含む気相錯体イオン Mg+Ar, Mg+XCH 3 (X = F, Br, I)から
のいくつかの紫外光解離反応研究について記述した。この章では，解離イオンの画像観測と量子
化学計算の結果をもとに，光励起と解離の動力学を詳細に明らかにした。 
第五章では，二号機の開発の詳細と Ca+Ar を対象に行った光解離画像観測実験の結果を詳述し
た。特に，得られた画像から解離イオンの放出角度分布について議論した。また，その速度分布
をもとに Ca+Ar の電子基底状態における結合エネルギーを求め，異なる手法で得られている値と
の比較を行うことによって装置の性能を評価した 
以上の成果は，気相原子分子錯体およびクラスターのイオンにおける光誘起反応研究に新たな
可能性と知見を与えるものである。また同時に，本人が自立して研究活動を行うために必要な高
度の研究能力と学識を有することを示している。ゆえに，奥津賢一提出の博士論文は博士(理学)の
学位論文として合格と認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
